
が
ん
の
盲
点
④

現‐‐
塵

輩

鋪

値
Ｙ
に
よ
る
と
、
国
内
の

総
人
口
に
占
め
る
七
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

が

一
九
五
〇
年
は
ｌ

ｏ
３

％
だ

っ
た
の
に
対
し
、
１０

ｏ
Ｏ
％
に
達
し
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
十
四
歳
以
下
は

一
九
五
〇
年
の
３５

・
４
％

か
ら
１３

・
５
％
ま
で
急
激

に
低
下
し
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
　

一」

今
後
、
老
人
医
療
費
は

さ
ら
に
か
さ
み
、
三
〇
二

五
年
に
は
現
在
の
二
十
二

兆
円
か
ら
五
十
兆
円
と
１

ｏ
５
倍
以
上
に
も
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
が
増
え
れ
ば
医
療

費
も
増
え
る
と
い
う

の

が
日
本
の
常
識
で
す
が
、

世
界
的
な
長
寿
郷
と
知
ら

れ
る
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の

ホ
ー
タ
ン
で
は
、
百
歳
以

上

の
高
齢
者
が
元
気
に

・
畑
仕
事
や
玄
孫

（や
し
ゃ

．ご
）
の
面
倒
を
み
て
い
ま

す
。日
本
で
は
、
国
民
皆
保

険
医
療
で
、
国
際
的
に
も

充
実
し
た
医
療

が
行

わ

れ
、
平
均
寿
命
を
延
ば
し

た
と
信

じ
ら
れ

て

い
ま

す
。し
か
し
、
医
療
の
浸
透

．．一
一一一一
一一一̈
一一一一・・一一一一一一
．．一
一・一一一
一一一一一一一一一一一一一一一̈
・一一一一一一一一一
一一一̈
一一一”
´

は
、
必
ず
し
も
病
人
の
減

少
を
意
味
せ
ず
、
医
療
費

は
増
額
、
つ
ま
り
病
人
が

増
え
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。ま
た
日
本
と
欧
米
で
は

が
ん

に
対

す
る
基
本

的

な
考

え
方

も

異
な
り

ま

す
。
欧
米
で
は
、
が
ん
を

全
身
病
と
し
て
扱
い
、
患

者
の
七
割
強
が
針
灸
や
漢

方
な

ど

の
自
然
療
法

を

選
択
す
る
こ
と
が
常
識
と

な
り
効

果
が
出

て
い
ま

す
。し
か
し
日
本
で
は
、
局

所
の
病
気
と
し
て
患
部
を

切
除
し
、
再
発
時
に
は
抗

が
ん
剤
治
療
を
行
う
こ
と

が
常
識
で
、
患
者
ば
か
り

か
、
保
険
医
療
を
支
え
て

い
る
国
民
も
大
変
な
負
担

を
負

っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
乳
が
ん
の

手
術
法
で
あ
れ
ば
乳
房
全

体
を
外
科
的
に
取
り
除
く

「
乳
房
切

除
術

（
全
摘

出
と
と
い
う
方
法
か
ら
、

し
こ
り
を
合
む
乳
腺
の

一

部
を
切
除
す
る

「乳
房
温

存
手
術
」
へ
と
推
移
し
て

い
ま
す
。

・こ
の
変
化
．の
背
景
に

は
、
米
国
の
フ
イ
ッ
シ
ャ

ー
の
ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
ロ
ジ

半
年
後
、
浜
松
医

師］一れヽ活性　み畦導稀Ⅵ』律

回
復
し
て
い
ま
化
学
博
十

二
壼
厩
１１
年
度

社
会
文
化
勁
労
賞
受
賞

・

ナ
チ

ュ
ラ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
院
長
）

（毎
長

第

１
木
曜
日

に
掲
載
し
ま
す
）

自然医学総合研究所所長

大沼 善誉

―
説
に
基
づ
き
、
縮
小
手

術
を
施
し
た
場
合
と
全
摘

を
し
た
場
合
と
で
は
、
生

存
率
に
大
差
が
な
い
こ
と

が
多
く
の
例
で
確
認
さ
れ

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま

す
。ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

説
で
は
、

「
が
ん
は
自
律

性
を
持

っ
て
増
殖
す
る
も

の
で
は
な
く
、
転
移
の
な

い
手
術
可
能
な
が
ん
で
も

全
身
病
で
あ
る
」
と
し
て

乳
が
ん
以
外
の
が
ん
治
療

に
も
影
響
を
与
え
、
成
果

が
出
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
乳
が
ん
は
三

十
歳
代
か
ら
増
え
始
め
、

閉
経
前
後
の
五
十
歳
あ
た

り

に
ピ
ー
ク
が
あ
り

ま

す
。一
九
九
八
年
九
月
に
乳

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
胸
筋

温
存
非
定
型
乳
房
切
除
術

を
受
け
た
女
性
は
、
三
年

後
に
再
発
し
て
以
来
四
度

の
手
術
と
抗
が
ん
剤
治
療

と
放
射
線
を

受

け
ま

し

た
。
し
か
し
容
態
は
悪
く

な
る

一
方
で
、
代
替
医
療

を
求
め
て
三
〇
〇
三
年
十

一
月
か
ら
当
院

に
通
院

し
、
体
質
改
善
を
行
い
ま

し
た
”

女
性
は
通
院
開
始
か
ら

す
。
　

‘

自
然
療
法
を
探
し
て
お

困
り
の
方
は

一
度
ご
相
談

問い合わせ
電  話
052・80107063
■‐ヽ Eメ ール
yoshinori@nrt.ne.jp

U R L
http://www.nrt.ne.jp

予防医学セ ミナーのお知 らせ
テーマ (1)年 前
「腸管造血の詳細」

講  師 酒向猛  医学博士

テーマ (2)

「間違 いだ らけの保険医療」
講  師 大沼善誉  自然医学総

合研究所所長 ナチュラルケ
アセ ンター院長 平成 11年度
社会文化功労賞受賞 生化学
博士 ・名誉医学博士

開催 日  12月 16日  (日 )

市東区ウイル

チ誌蚤員 1000円
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